
ＩＲＳＦ１．４ｍ望遠鏡を用いた広視野円偏光観測とホモキラリティーに関して

我々は南アフリカのIRSF 1.4m望遠鏡に設置された広視野近赤外三色同時偏光撮像装置SIRPOLを用いて、オリオン大星
雲の円偏光観測を実施した。SIRPOLによって、我々は世界で類を見ない広い観測視野によって円偏光観測を行うことができ
る。大質量星形成領域であるBN/KL領域においてはこれまで比較的強い円偏光がこれまで報告 されていたが観測範囲など
が限られていた(Bailey et al. 1998)。
我々は、SIRPOLによる同領域の直線偏光観測(Tamura et al. 2006, ApJ)に引き続き、円偏光撮像観測を行った。その結
果、Ksバンド（2.14μm）での観測において、円偏光がBN/KL領域周辺に、太陽系の大きさの400倍以上のサイズにまで広
がっていることを発見した。

本観測結果は、オリオン大星雲のような大質量星が生まれる領域に広がる円偏光に、原始太陽系星雲がさらされた結果、地
球上の生命の素となるアミノ酸がL型（左手型）になったことを示唆する。
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円偏光度(%)

本研究で用いたIRSF望遠鏡とSIRPOL

•南アフリカ天文台 IRSF1.4m望遠鏡
•近赤外偏光撮像装置 SIRPOL

(直線偏光 or 円偏光モード)

•広い撮像視野 ( ~ 7.7′×7.7′)
• 3バンド同時観測: J(1.25μm),

H(1.63μm), Ks(2.14μm) 
•空間解像度 ~1.5″
•偏光度精度 ~0.3% (隅は~1%)
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本研究にて得られた近赤外円偏光度画像(Ks band: 2.14μm)
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画像より

アミノ酸の鏡像異性体は、 L 型と D 型に分類
普通にアミノ酸を合成するとL・Dほぼ等量生成
地球生物のアミノ酸はほとんどが左手型

（ホモキラリティー）
その起源について長い間議論

円偏光照射によりアミノ酸異性体の偏り生成
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